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1 ．  サ ー ビ ス 適 応 の た め の 製 品 の 設 計 の 課 題  

射 出 成 形 機 の サ ー ビ ス と し て 、「 定 額 制 金 型 提 供 サ ー

ビ ス 」、「 定 額 制 メ ン テ ナ ン ス サ ー ビ ス 」 を 想 定 し た 際

の 課 題 を 述 べ る 。  

1 . 1  安 全 設 計 に 関 す る 課 題  

 射 出 成 形 機 の 管 理 が 簡 易 化 す る こ と で 業 界 参 入 障 壁

が 下 が る と 考 え る 。 射 出 成 形 機 の 取 り 扱 い 技 術 が 低 い

人 で も 安 全 を 確 保 す る た め に 安 全 設 計 の 水 準 を 従 来 よ

り も 引 き 上 げ る こ と が 課 題 で あ る 。  

1 . 2  I o T に よ る デ ー タ 収 集 分 析 に 関 す る 課 題  

 現 状 は 、 稼 働 情 報 や 部 品 の 劣 化 、 損 傷 に よ る 不 具 合

の 情 報 は 顧 客 か ら の 問 い 合 わ せ に よ り 得 て い る 。 詳 細

で タ イ ム リ ー な 情 報 を 機 械 本 体 か ら 直 接 入 手 で き る よ

う に す る こ と が 課 題 で あ る 。 こ れ が 解 決 す る こ と に よ

り メ ン テ ナ ン ス の ア ナ ウ ン ス な ど の フ ォ ロ ー ア ッ プ を

適 切 に 行 え る 。 ま た 、 属 人 的 な 技 術 で あ る 成 形 調 整 等

を サ ポ ー ト す る デ ー タ 提 供 な ど を 行 え る 。  

1 . 3  金 型 設 計 に 関 す る 課 題  

 サ ー ビ ス 化 に よ り 金 型 受 注 の 敷 居 が 下 が る た め 受 注

増 加 や メ ン テ ナ ン ス 頻 度 の 増 加 が 予 想 さ れ る 。 こ れ ら

に 対 応 し た 設 計 思 想 で の 金 型 設 計 が 課 題 で あ る 。  

2 ． 最 重 要 課 題 と 解 決 策  

 比 較 分 析 し た 結 果 、「 1 . 3 金 型 設 計 に 関 す る 課 題 」 が

製 品 の サ ー ビ ス に 対 応 す る た め に 最 も 重 要 な 課 題 で あ

る 。 以 下 に 解 決 策 を 述 べ る 。  
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2 . 1  モ ジ ュ ー ル 化 設 計  

 費 用 の 分 散 と 成 形 調 整 の 容 易 化 の 効 果 で 金 型 受 注 の

敷 居 が 下 が る 。 多 様 な 形 状 と 受 注 増 加 に よ る 設 計 工 数

が 増 加 す る 。対 応 と し て モ ジ ュ ー ル 化 設 計 を 活 用 す る 。

コ ア 部 分 は 共 通 設 計 と し 受 注 毎 に 変 更 す る 部 分 の み を

設 計 す る こ と で 設 計 工 数 の 最 小 化 を 図 る 。 例 え ば 、 金

型 受 圧 部 は 共 通 部 分 と し 要 求 強 度 の 大 き さ に 合 わ せ て

数 種 類 用 意 す る 。 金 型 形 状 部 は カ ス タ マ イ ズ 部 分 と し

受 注 毎 の 要 求 に 合 わ せ て 都 度 設 計 す る 。  

ま た 、 モ ジ ュ ー ル 毎 の 分 割 構 造 に す る こ と で 損 傷 部 分

の み の 交 換 等 が 可 能 に な り メ ン テ ナ ン ス 性 も 向 上 す る 。 

2 . 2  ト ポ ロ ジ ー 最 適 化  

 金 型 受 注 の 増 加 と メ ン テ ナ ン ス の た め の 輸 送 頻 度 が

増 加 す る 。 対 応 と し て 金 型 の 軽 量 化 の た め ト ポ ロ ジ ー

最 適 化 手 法 を 採 用 す る 。 例 え ば 、 金 型 の 受 圧 部 分 は 中

実 で あ り 重 量 が 大 き い が ト ポ ロ ジ ー 最 適 化 に よ り 使 用

負 荷 に 対 し て 最 低 限 必 要 な 形 状 を シ ミ ュ レ ー シ ョ ン す

る こ と で 軽 量 化 形 状 を 得 ら れ る 。  

2 . 3  付 加 製 造  

 モ ジ ュ ー ル 化 や ト ポ ロ ジ ー 最 適 化 の 採 用 に よ り 現 状

の 金 型 加 工 で は 対 応 が 困 難 な 複 雑 形 状 の 加 工 が 必 要 に

な る 。 対 応 と し て 、 付 加 製 造 を 採 用 す る 。 複 雑 形 状 の

製 造 に は 、 粉 末 床 溶 融 結 合 や バ イ ン ダ 噴 射 法 を 採 用 す

る こ と で 3 D シ ミ ュ レ ー シ ョ ン デ ー タ の 形 状 を そ の ま

ま 製 造 可 能 に な る 。 金 型 の 補 修 に は 、 指 向 性 エ ネ ル ギ
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ー 堆 積 法 を 採 用 す る こ と で 必 要 箇 所 に の み 材 料 を 追 加

し て 最 小 限 の 補 修 加 工 の 実 施 が 可 能 に な る 。  

3 . 新 た に 生 じ る リ ス ク と 対 策  

3 . 1  信 頼 性  

 新 し い 設 計 手 法 を 採 用 す る た め 信 頼 性 の リ ス ク が 生

じ る 。 十 分 な 評 価 期 間 を 確 保 で き れ ば 信 頼 性 評 価 を 行

う 。  

対 応 ① ） 受 注 頻 度 が 増 加 等 を 理 由 に 十 分 な 評 価 期 間 が

確 保 で き な い 場 合 は 機 能 性 評 価 を 行 う 。 金 型 の 劣 化 な

ど を 想 定 し た 劣 悪 条 件 で 評 価 を 行 い 、 短 期 間 で 機 能 の

安 定 性 を 判 断 す る 。 信 頼 性 評 価 は 必 要 に 応 じ て 後 追 い

で 実 施 し 、 結 果 を 機 能 性 評 価 及 び 設 計 の 手 法 に フ ィ ー

ド バ ッ ク す る 。  

対 応 ② ） モ ジ ュ ー ル 化 に よ る 分 割 構 造 や 軽 量 化 に よ り

特 に 強 度 特 性 に 新 規 性 が 生 じ て い る 。 C A E で の 繰 り 返

し 疲 労 解 析 を 実 施 し 必 要 強 度 が 確 保 さ れ て い る か 検 証

す る 。  

3 . 2  部 品 の 管 理  

 流 通 す る 部 品 数 の 増 加 の た め 管 理 工 数 の 増 加 が 懸 念

さ れ る 。対 策 と し て P D M・ P L M を 活 用 し た 運 用 を 行 う 。

I o T を 用 い て 各 部 品 の 品 質 状 態 や 稼 働 状 態 を ト レ ー ス

可 能 に す る 。 メ ン テ ナ ン ス 等 で 返 却 さ れ た 部 品 が ス ム

ー ズ に 次 の 顧 客 の も と に わ た る よ う に 計 画 す る 。 I o T

情 報 か ら 事 前 に 必 要 な 補 修 作 業 や 組 み 換 え 作 業 を 推 定

し 作 業 日 数 と 輸 送 日 数 を 計 画 す る 。  


